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「
長
島
の
旅
」
を
満
喫

９
月
４
日
、「
長
島
一
周
観
光
バ

ス
ツ
ア
ー
」
が
始
ま
り
、
県
内
各

地
か
ら
観
光
客
60
人
が
訪
れ
、
長

島
を
満
喫
し
ま
し
た
。

◎
関
連
記
事
＝
Ｐ
６



新
た
な
「
法
整
備
」
の
た
め
に

↑役場応接室で概況を説明↑伊藤県知事、中村県議が来町

国
会
議
員
、
県
知
事
、
県
議
会
議
員

が
赤
潮
対
策
に
全
力

　

9
月
9
日
、
赤
潮
で
養
殖
ブ

リ
、
カ
ン
パ
チ
が
過
去
最
悪
の
被

害
を
受
け
た
た
め
、
国
会
議
員
ら

が
同
町
の
被
害
現
場
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
役
場
応
接
室
で
東
町
漁

協
か
ら
被
害
内
訳
が
説
明
さ
れ
た

後
、
針
尾
公
園
か
ら
眼
下
に
広
が

る
養
殖
い
け
す
や
、
宮
ノ
浦
の
死

魚
埋
設
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
溥
井
漁
港
で
赤
潮
被

害
支
援
激
励
会
が
あ
り
、
５
０
０

人
の
漁
業
関
係
者
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。

　

石
破
茂
衆
議
院
議
員
は
、「
養

殖
産
業
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
は

大
事
で
あ
り
、
国
内
の
養
殖
業
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回

の
赤
潮
被
害
の
原
因
究
明
を
行

い
、
今
後
の
対
策
を
講
じ
、
被
害

補
償
や
経
営
再
建
へ
の
融
資
を
盛

り
込
ん
だ
法
律
を
臨
時
国
会
で
、

必
ず
通
し
た
い
」
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
加
治
屋
義
人
参
議

院
議
員
、
野
村
哲
郎
参
議
院
議

員
、
小
里
泰
弘
衆
議
院
議
員
も
参

加
。
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↑ 500 人の漁業関係者が詰め寄せた薄井漁港

力
を
か
け
て
き
た
。
１
０
０
名
の

若
い
後
継
者
が
、
家
族
の
た
め
養

殖
が
続
け
て
い
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。　

　

女
性
で
は
、
久
保
照
美
さ
ん

が
、「
昨
年
に
続
き
今
年
も
大
事

に
育
て
た
ブ
リ
を
土
に
埋
め
ら
れ

た
。
私
の
子
ど
も
は
、
ブ
リ
養
殖

の
後
継
者
に
な
り
た
い
と
い
っ
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
子
ど
も

の
夢
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の

ま
ま
養
殖
業
を
続
け
ら
れ
る
か
分

か
ら
な
い
。
自
分
ら
の
力
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
、
助
け
て
く
だ
さ

い
。
ど
う
か
夢
と
希
望
が
持
て
る

よ
う
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
」
と

涙
な
が
ら
に
訴
え
ま
し
た
。

　

小
里
泰
弘
衆
議
院
議
員
は
、「
特

別
措
置
法
を
成
立
さ
せ
、
ブ
リ
養

殖
に
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ
う
全

力
で
が
ん
ば
り
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
県
知
事
や
県
議
会
議
員
も

そ
の
後
の
激
励
会
に
来
町
さ
れ
、

知
事
か
ら
は
、「
若
い
養
殖
後
継

者
が
ず
っ
と
継
続
で
き
る
よ
う
県

と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

町
の
養
殖
業
者
を
代
表
し
て
男

性
で
竹
上
裕
記
さ
ん
が
、「
日
本

一
の
ブ
リ
産
地
と
し
て
ほ
こ
り
を

も
ち
、
が
ん
ば
っ
て
き
た
。
ま
た

後
継
者
育
成
と
、
安
心
安
全
に
も

↓
女
性
代
表
の
久
保
照
美
さ
ん

↓
男
性
代
表
の
竹
上
裕
記
さ
ん
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まだまだ元気です
　敬老の日には、 高齢者を敬い、 長寿を祝うとともに、 福祉について関心を深め、
高齢者の生活を図ろうという気持ちが込められています。
　今年は９月 20 日が敬老の日。この日にちなみ、地域の高齢者をいたわり励ます行
事や、周囲の人たちの「敬老」に感謝する行事が行われました。

敬老
の日

敬
老
訪
問

　

多
年
に
わ
た
り
、
社
会
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
を
敬

愛
し
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
訪
問
が

９
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
初
日
か
ら
、
川
添
町
長

や
民
生
委
員
、
役
場
関
係
者
が
90

敬
老
会

　
敬
老
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
９
月

19
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
町
内

各
地
で
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
会
や

敬
老
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
集
ま
り
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
中
で
競
技
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

敬
老
祝
賀
会
で
は
、
地
元
の
人

た
ち
で
郷
土
芸
能
や
歌
、
踊
り
を

披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
は
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
絵
を

贈
っ
て
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

加
世
堂
公
民
館
で
は
、
早
朝
か

ら
「
な
で
し
こ
会
」
の
15
人
が
中

↑子どもたちから歌のプレゼント

↑林会長から祝い金が配られました

↓
球
根
も
い
た
だ
き
ま
し
た

↑川添町長が長生園で祝い金を手渡しました

歳
以
上
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
ま

し
た
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園

で
は
、
川
添
町
長
が
「
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と

声
を
か
け
、
入
所
者
に
町
か
ら
の

お
祝
い
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。　

心
と
な
り
、
赤
飯
や
煮
し
め
な
ど

の
郷
土
料
理
を
準
備
し
、
ご
ち
そ

う
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
32
人
の

対
象
者
に
敬
老
祝
い
金
と
、
３
月

下
旬
に
開
催
さ
れ
る
「
夢
追
い
長

島
花
フ
ェ
ス
タ
」
に
あ
わ
せ
て
、

自
宅
で
き
れ
い
な
花
が
観
賞
で
き

る
よ
う
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

球
根
を
も
ら
っ
た
加
世
堂
要
さ

ん
は
、「
あ
り
が
た
く
い
た
だ
き

ま
す
。
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
た

い
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
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あなたはＡＥＤ使えますか？

長島町消防団普通救命講習会

↑
真
剣
な
表
情
で
、
分
遣
署
職
員
の
指
導

　

を
聞
く

↓
団
員
一
人
づ
つ
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

　

練
習

　

長
島
町
消
防
団
で
は
、
９
月
１

日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、
町
内
８

カ
所
で
全
団
員
を
対
象
に
救
命
措

置
、
応
急
処
置
の
技
術
を
身
に
つ

け
る
た
め
、
普
通
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

現
在
長
島
町
で
は
、
高
齢
化
、

過
疎
化
が
進
み
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
度

救
命
措
置
の
で
き
る
病
院
が
近
く

に
な
く
、
救
急
隊
の
カ
バ
ー
す
る

地
域
が
広
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

救
命
措
置
の
重
要
性
が
非
常
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
安
全
を
守
る

消
防
団
に
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

を
習
熟
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
場
と
な
っ
た
汐
見
小
学

校
で
は
各
４
班
に
分
か
れ
、
心
肺

蘇
生
訓
練
マ
ネ
キ
ン
で
一
人
ひ
と

り
心
肺
蘇
生
法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
法
を
分
遣
署
職
員
か
ら
習
い
ま

し
た
。

↑２人一組で、心肺蘇生とＡＥＤを組み合わせた練習
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i n f o r m a t i o n

ぐるっと一周長島の旅

長島のいいとこ日帰りモニターツアー

　９月４日から 11 月３日までの間、長島町がバス事業

者に委託している「長島一周観光バスツアー」が始まり

ました。

　初日は、県内各地から 60 人の観光客が訪れ、観光バ

ス第１号が、道の駅黒之瀬戸「だんだん市場」に鹿児島

市内などから到着し、観光客らは新鮮な農海産物を買い

求めていました。

　この日は駐車場でバスツアーの出発式を行い、川添町

長が「長島町の雄大な景色や景観、そして特産品を満喫

し、リピーターとして何度もおいでください」とあいさ

つ。バスに乗り込む前の観光客に、おみやげに準備され

た赤まきや焼酎を渡すと喜んでいました。鹿児島市から

一家６人で参加したという女性は、「長島はいいところ。

魚も焼酎もおいしいし、今日は本当にたのしみです」と

にこにこしていました。

　その後、２台に分かれた観光バスは、東町漁協直営の

食堂やサンセット長島、「島美人」の焼酎工場を見学し、

長島の観光名所や自然、海の幸を存分に満喫しました。

　この事業は、来春、長島町が協賛会場となっている「全

国都市緑化かごしまフェア」や、長島町独自の「夢追い

長島花フェスタ」、九州新幹線全線開業を見据え、長島

への交流人口を増やすことを狙いとしています。

　 問 い 合 わ せ 先 は、 長 島 観 光 案 内 所（0996-87-0770）

もしくは役場水産商工課（0996-86-1111）まで。

第 1 号の観光バス出発式で町長があいさつ

おみやげを手に大喜び

長島一周へ出発
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桃源郷が開園 20 周年
　9 月 1 日、特別養護老人ホーム桃源郷

の創立 20 周年式典が開催されました。

　 桃 源 郷 は、 平 成 ２ 年 9 月 に 開 園 さ れ

て以来、利用者の立場に立ち、地域住民

のニーズにこたえた温かなサービスに努

め、地域福祉の拠点として重要な役割を

担ってきました。

　今回、施設に携わってこられた団体へ

の感謝状の贈呈と、職員に対して永年勤

続の表彰がありました。

　また、今回の式典にあわせて、杉本酒

造合資会社、代表の杉本健勇氏から車椅

子 10 台、歩行器 2 台が寄贈され感謝状

が贈られました。

↑
杉
本
酒
造
、
代
表
杉
本
健
勇
氏

　

か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

長島町商工会が
赤潮被害に義援金

　9 月 15 日、 長島町商工会（古田義

富会長）から、赤潮被害者のために役

立ててほしいと総額 15 万 5198 円の

義援金を長島町にいただきました。

　この義援金は、同会青年部の町田清

浩会長が今年も赤潮被害があり、毎年

開催されるちびっこ広場を断念するこ

とになり、何か役に立てることがない

か話し合った結果、竹で作った募金箱

を各会員の店舗に設置することになり

ました。町田会長は「手づくりの募金

箱はものめずらしさがあり、思った以

上 に み な さ ん の ご 理 解 と 協 力 が あ っ

た。本当に感謝したい。北さつま、東

町 両 漁 協 で 有 効 に 使 っ て い た だ き た

い」と話されました。

↓川添町長からお祝いのあいさつ

↑手作りによる竹の募金箱

↓義援金を募り古田商工会会長と青年部の町田会長が来庁
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i n f o r m a t i o n

念願！ 51 日ぶりの出荷

　

９
月
15
日
、
東
町
漁
協
は
、
赤
潮
に
よ
る
被
害
で
中

断
し
て
い
た
養
殖
ブ
リ
（
鰤
王
）
を
51
日
ぶ
り
に
出
荷

再
開
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
薄
井
漁
港
で
、
浦
底
湾
の
い
け
す

か
ら
運
び
込
ま
れ
た
２
年
物
の
約
４
キ
ロ
の
ブ
リ
が

次
々
に
水
揚
げ
計
量
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
活
気
が
戻
り

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
出
荷
は
約
１
０
０
０
匹
、
半
分
は
絞
め
た

後
箱
詰
め
さ
れ
、
残
り
は
加
工
場
で
フ
ィ
レ
に
加
工
さ

れ
ま
し
た
。

　

輸
送
用
の
ト
ラ
ッ
ク
は
２
台
準
備
さ
れ
、
１
台
は
広

島
か
ら
金
沢
ま
で
、
も
う
１
台
は
姫
路
か
ら
大
阪
、
関

東
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
港
加
工
場
前
で
出
荷
再
開
式
が
あ

り
、
県
、
町
の
関
係
者
や
漁
業
関
係
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。
長
元
組
合
長
は
「
51
日
ぶ
り
の
出
荷
と
な
り
大
変

う
れ
し
い
。
残
っ
た
ブ
リ
を
大
切
に
育
て
、
順
調
に
出

荷
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

川
添
町
長
も
「
い
ろ
い
ろ
な
方
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

こ
ま
で
た
ど
り
着
け
た
。
今
後
も
、
国
や
県
の
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
赤
潮
の
原
因
究
明
や
避
難
場
所
の

調
査
し
て
い
た
だ
き
、
特
例
措
置
法
を
ぜ
ひ
可
決
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
リ
を
出
荷
し
た
宮
脇
和
彦
さ
ん
は
、
養
殖
し
て
い

た
１
万
匹
余
り
の
う
ち
６
割
の
被
害
に
あ
い
ま
し
た

が
、
出
荷
再
開
で
き
、
う
れ
し
そ
う
な
表
情
で
し
た
。
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企画財政課

電源立地地域対策交付金を基金へ積み立て 16,700 

新たな難視地区自主共聴施設補助金 ( 赤崎地区 ) 8,326 

県指定離島航路・フェリー運賃補助 9,885 

銀行等縁故債の繰上償還に伴う償還元金 128,038 

町民福祉課

父子家庭への児童扶養手当給付事業 5,000 

子ども手当支給事業 55,595 

セーフティネット支援対策等事業費国庫補助金返還金 3,571 

保健衛生課

保健センター白蟻駆除委託料 2,210 

新型インフルエンザワクチン接種補助 13,739 

水産商工課

赤潮発生時の防除対策やへい死魚の埋設処理経費補助（東町漁協・北さ

つま漁協分）

78,929 

景観推進課

長崎鼻灯台公園トイレ給水施設工事 2,790 

農林課

畑作農産加工センター廃水処理装置ブロアー交換 2,062 

長島町有害鳥獣捕獲対策協議会の捕獲檻・ワナの設置に対する補助金 1,554 

町内荒廃竹林の整備 ( 竹林オーナー制度導入支援事業・里山林機能回復

事業・森のめぐみの産地づくり事業）

1,596 

耕地課

農地の客土、干害対策に対する補助 3,200 

集落要望箇所および豪雨被災の農道、排水路等補修工事費 17,000 

農業用施設災害復旧の経費（蔵之元大平地区他７地区） 16,291 

農地災害復旧の経費（蔵之元船津平地区他 18 地区） 22,664 

建設課

町道の維持補修 11,315 

長島港浦底地区臨港道路の排水溝改修工事 3,500 

港整備交付金事業（長島港城川内地区） 10,500 

長島港脇崎地区の整地工および転落防護柵等工事 4,500 

豪雨による道路災害復旧事業（城川内川床線城川内地区１カ所） 2,548 

豪雨による河川災害復旧事業（蔵之川渡釜地区１カ所・明神地区４カ所） 8,090 

教育総務課

幣串小学校教員住宅水道設備改修および換気扇設置 500 

鷹巣給食センターの増改築のための実施設計等 5,513 

　　主　な　事　業
（単位：千円） 赤

潮
発
生
時
の
防
除
対
策
費
な
ど
に

４
億
２
３
７
０
万
５
千
円
を
追
加

　

９
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
、
平

成
22
年
第
３
回
長
島
町
議
会
定
例

会
が
開
か
れ
、
銀
行
等
縁
故
債

の
繰
上
償
還
に
伴
う
償
還
元
金

や
、
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
手
当
支
給
事

業
、
過
去
最
悪
の
被
害
と
な
っ

た
赤
潮
被
害
に
か
か
わ
る
防
除

対
策
費
な
ど
盛
り
込
ん
だ
、
平

成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
４
億
２
３
７
０
万
５
千
円
追

加
、
総
額
89
億
５
８
１
１
万
６
千

円
）
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
長
島
町
独
自
の
「
子
ほ
め
条

例
」
や
臨
時
会
の
招
集
権
を
議
長

に
付
与
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
固
定
資
産
評
価
員
に
石
塚
政

廣
副
町
長
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
補

正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業

を
各
課
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。　

第
３
回
議
会
定
例
会
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　長島町では、平成 23 年３月の九州新幹線全線開業に伴い開催される「全国都市緑化かごしまフェア」、
「夢追いながしま花フェスタ」にあわせて町民総参加による「一家一花運動」を展開することになりま

した。
　「一家一花運動」は、町内の全家庭を対象に１世帯当たり３本の花の苗を配布する計画です。配布す
る花の苗は次の５種類で、配布時期は 12 月中旬を予定しています。
　町民の皆さんの協力をお願いします。

　　○花の種類
　　　パンジー、ビオラ、クリサンセマム、キンギョソウ、ダイアンサス（なでしこ）
　　○配布本数＝３本／世帯（ポット苗を各家庭に配布する）
　　○配布時期＝平成 22 年 12 月中旬
　　○その他
　　　・各家庭における本植は、植木鉢や花壇などできるだけ屋外で行いましょう。
　　　・「一家一花運動」の趣旨を町民に周知するため、町から配布されるプレートを掲示しましょう。

パンジー ビオラ クリサンセマム キンギョソウ ダイアンサス

◎問い合わせ先

　長島町教育委員会社会教育課　　☎ 86-1111

運動を展開します

会　　場　サンセット長島（癒しの宿）
　　　　　鹿児島県出水郡長島町指江 1553 ☎ 0996-88-5300

参加資格　現在 25 歳位から 50 歳位までの独身女性・男性

　　　　　　 結 婚 歴 は 問 い ま せ ん。 た だ し、 男 性 は 長 島 町 在

　　　　　　住者だけとなります。

募集人数　50 人（女性 25 人・男性 25 人）
　　　　　※応募者多数の場合は抽選となります。
締　　切　平成 22 年 11 月 10 日（水）
参 加 費   女性／ 5,000 円　男性／ 12,000 円
申込方法　長 島 町 在 住 の か た お よ び 長 島 町 外 在 住 の か た も

　　　　　　 参 加 申 込 書（プ ロ フ ィ ー ル） に 必 要 事 項 を 記 入

　　　　　　 の 上、 写 真 を 添 え て 下 記 の ウ エ デ ィ ン グ 長 島 実

　　　　　　 行 委 員 会 事 務 局（長 島 町 役 場） に お 申 し 込 み く

　　　　　　ださい。
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　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。その年の

１月１日から 12 月 31 日までに納付した保険料が対象です。

　この社会保険料の控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられています。

　このため、平成 22 年 1 月 1 日から 9 月 30 日までの間に国民年金保険料を納付されたかたについては、「社

会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が、本年 10 月下旬から 11 月上旬に日本年金機構本部から送付さ

れますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（または領収証書）を添付してください。

　10 月 1 日から 12 月 31 日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を添付されたかたは、来年の 1 月下旬

に送付されます。

　なお、家族の国民年金保険料を納付された場合も、本人の社会保険料控除に加えることができますので、家

族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示されている

年金事務所へお問い合わせください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう
　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障害年金・遺族年

金は課税されません。）

　課税対象となる受給者のかたには、毎年 11 月上旬までに日本年金機構から扶養親族等申告書が送付されま

すので、12 月１日の提出期限までに必ず提出してください。

　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。もし、提出を忘れ

ると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収額が多くなる場合がありますのでご注意ください。

　なお年金以外に収入があるかたは確定申告が必要です。

平成 23 年度分「扶養親族等申告書」が送付されるかた

年　齢
65 歳未満 年金額が１０８万円以上

65 歳以上 年金額が１５８万円以上

戦後強制抑留者へのお知らせ
　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金の請求受付が、平成 22 年 10 月 25 日から始まる予定です。

○対象者＝戦後強制抑留者で平成 22 年６月 16 日に日本国籍を有する存命のかた

○請求受付期間＝平成 22 年 10 月 25 日～平成 24 年３月 31 日

○その他＝対象者のかたには、独立行政法人平和祈念事業特別基金から請求書類を送付します。平成 19

　　　　　年度から平成 21 年度に特別慰労品（旅行券・引換券など）を受けておられないかたは、独立

　　　　　行政法人平和祈念事業特別基金までご連絡後請求書類を送付します。

◎問い合わせ先
　独立行政法人平和祈念事業特別基金（事業部特別給付金担当）

　☎ 0570（059）204[ ナビダイヤル ]（IP 電話・PHS からは、03（5860）2748）

　　※受付時間は、平日の午前９時～午後６時まで（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）
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９
月

１
日　
　
　

桃
源
郷
20
周
年
記
念
式
典

２
日　
　
　

離
島
行
政
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

３
日　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

６
～
15
日　

敬
老
訪
問
（
町
内
）

７
日　
　
　

町
内
小
中
学
校
校
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
浦
小
学
校
）

９
日　
　
　

赤
潮
被
害
支
援
激
励
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薄
井
漁
港
）

10
～
21
日　

第
３
回
長
島
町
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
役
場
）

15
日　
　
　

鰤
王
出
荷
再
開
式
（
薄
井
漁
港
）

16
日　
　
　

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協

　
　
　
　
　

議
会
（
東
京
都
）

19
～
20
日　

敬
老
会
訪
問
（
町
内
）

26
日　
　
　

杉
ノ
段
招
魂
祭
（
杉
ノ
段
）

29
日　
　
　

山
寺
基
盤
整
備
竣
工
式
（
山
寺
）

30
日　
　
　

蔵
之
元
漁
港
起
工
式
（
蔵
之
元
）

　
　
　
　
　

赤
潮
被
害
対
策
陳
情　
（
県
庁
）

　

家
を
建
て
る
こ
と
は
、
人
生
の
一
大
決
心
で
あ
り
、
住

宅
は
生
涯
最
大
の
買
い
物
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

家
を
建
て
る
こ
と
は
大
事
業
で
あ
り
、
多
く
の
人
手
を

要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
近
所
の
人
々
は
棟
上
げ
な
ど
を

手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
建
築
請
負
が
主

流
と
な
り
、
素
人
が
屋
根
に
上
る
の
は
危
険
な
た
め
手
伝

い
は
次
第
に
少
な
く
な
り
、
大
工
見
舞
い
の
風
習
も
ほ
ぼ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
っ
て
も
、
家
の
新
築
は
大
事
業
で
す
か
ら
、
長

島
で
は
今
で
も
棟
上
げ
の
と
き
、
親
戚
、
友
人
知
人
、
隣

人
が
焼
酎
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
祝
う
の
が
習
わ
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
も
ち
ま
き
も
盛
大
に
行
わ
れ
て

お
り
、
素
晴
ら
し
い
伝
統
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
新
生
活
運
動
で
は
、
新
築
祝
い
や
船
お
ろ

し
、
そ
の
他
の
祝
い
は
、
お
お
む
ね
現
行
の
ま
ま
で
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
、
焼
酎
２
本
、
ま
た
は

３
０
０
０
円
程
度
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
生
活
運
動
に
つ
い
て
６
回
に
わ
た
り
連
載
し

ま
し
た
が
、
今
回
で
終
わ
り
で
す
。

　

新
生
活
運
動
は
、
年
末
に
実
施
状
況
を
調
査
し
、
そ
の

後
、
推
進
協
議
会
を
開
催
し
て
、
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
意
見
を
事
務
局
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１　

内
線
２
２
３
１

新築祝など、焼酎２本で 新生活運動展開

　
　
　

　

島
へ
の
定
住
・
交
流
を
応
援
す
る
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

２
０
１
０
が
、
今
年
も
東
京
都
池
袋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本

町
か
ら
は
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
獅
子
島
の
特
産

品
や
温
州
み
か
ん
等
の
特
産
品
販
売
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
関
東
在
住
で
本
町
に
縁
の
あ
る
か
た
な
ど
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
２
日
目
は
午
後
５
時
ま
で
）

場
所　

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

　
　
　

文
化
会
館
３
階
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ

　
　
　
（
東
京
都
豊
島
区
池
袋
３
―
１
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
０
実
行
委
員
会

　

☎
０
３
（
３
４
０
６
）
７
５
７
４

　

http://w
w

w
.i-lander.com

/

全国の島々が集まる祭典
アイランダー２０１０

島
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
、
求
人
、

空
屋
情
報
な
ど
島
へ
の
定
住
・

交
流
を
応
援
し
ま
す
。
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ぼ
く
と
か
あ
さ
ん

い
も
と　

よ
う
こ 

作

諸も
ろ
き
ゅ
う

味
胡
瓜
や
日
暮
れ
に
早
き
コ
ッ
プ
酒　
　

淵
脇　
　

譲

彼
岸
花
傘
を
ふ
り
ふ
り
下
校
の
子　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

胡
瓜
漬
母
の
手
ご
こ
ろ
塩
加
減　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

十い
ざ
よ
い

六
夜
や
産
声
高
く
男
の
子　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

獲
り
た
て
の
胡
瓜
の
疣い

ぼ

や
青
春
譜　
　
　
　

筑
前　

初
市

肝
試
し
あ
の
頃
村
は
暗
か
っ
た　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

栗
の
実
が
ひ
と
つ
落
ち
た
り
散
歩
道　
　
　

中
橋　

藤
七

万
歩
計
蕎そ

ば麦
満
開
の
小
道
行
く　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

　いつも子どもの事を一番に考
えるお母さん。そんなお母さん
の優しさがあふれる本です。

手
作
り
ラ
ー
油
＆
極
う
ま
レ
シ
ピ

柳
澤　

英
子 

作

　大人気の「食べるラー油」を
自分で作ってみませんか？ラー
油を使った簡単でおいしいレシ
ピが掲載されています。

夕
靄も

や

に
染し

み
つ
つ
入
り
ゆ
く
赤
き
陽
の
沈
み
し
後
に
秋
風

の
吹
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

彼
岸
花
の
赤
あ
か
と
咲
く
道
を
行
き
彼
岸
と
此
岸
の
法
話

を
聞
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

陽か
げ
ろ
う炎

の
た
つ
道
の
辺
の
萱か

や

に
咲
く
南ナ

ン
バ
ン
ギ
セ
ル

蛮
煙
管
は
常
よ
り
淡

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

リ
フ
ォ
ー
ム
の
裾
綴と

じ
す
れ
ど
ま
ど
ろ
し
く
絎く

け

台だ
い

に
座
り

ゐ
し
母
思
い
出
づ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

雷
鳴
の
轟
く
深
夜
あ
れ
こ
れ
と
物
ご
と
思
ふ
時
の
長
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

五
十
余
年
過
ぎ
ゐ
し
父
母
の
奥お

く

つ
城き

は
父
が
好
み
し
海
見

ゆ
る
丘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

秋
日
暑
き
丘
の
墓
石
は
ぬ
く
も
り
て
供く

げ花
抜
き
つ
恋
し
四

年
経へ

つ
れ
ど　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

あ
か
ね
園
の
敬
老
祭
に
吾あ

も
ゆ
き
て
友
ら
と
踊
る
炭
鉱
節

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

明
け
近
く
漁
船
が
灯
れ
る
ブ
イ
と
り
て
網
上
ぐ
る
さ
ま
庭

に
見
て
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

夏
草
の
群
れ
て
丈
な
す
休
耕
田
は
亡つ

ま夫
な
き
我
を
常
に
悩

ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

夜
す
が
ら
に
蛙

か
わ
ず

の
鳴
き
声
聞
こ
へ
く
る
熱
帯
夜
つ
づ
く
庭

近
き
田
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

朝
早
く
亡つ

ま夫
の
倒
れ
し
庭
に
立
ち
思
ひ
新
た
に
枝
ひ
き
寄

す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

今
少
し
可
愛
く
な
り
た
く
朝
あ
さ
に
ア
ロ
エ
ぬ
り
つ
つ
笑

ひ
こ
み
あ
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

俳
句

春
ぬ
く
し
数
十
歩
歩
き
て
疲
れ
た
り　
　
　

宗
方　

正
喜

短
歌

生
れ
来
て
一
つ
し
か
成
き
命
ち
こ
そ
大
切
し
て
よ
長
生
す

る
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

六
十
年
何
く
れ
と
な
く
世
話
呉
れ
し
妻
の
病
は
療
え
よ
か

し
と
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

来
る
た
び
に
悪
戯
す
す
む
外
孫
に
守
備
は
い
か
に
と
部
屋

の
片
付
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子
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准
看
護
学
校
の
学
生
募
集

　

出
水
郡
医
師
会
准
看
護
学
校
で

は
、
平
成
23
年
度
の
学
生
募
集
を

し
ま
す
。

○
募
集
定
員
＝
32
人

○
修
業
年
限
＝
2
年

○
入
学
試
験
日

　

・
推
薦
入
試
＝
11
月
6
日
（
土
）

　

・
社
会
人
入
試
＝
11
月
6
日
（
土
）

　
・
一
般
入
試
＝
12
月
４
日
（
土
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

出
水
庁
舎
２
階

　

☎
（
62
）
３
３
３
５

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　
ま
ち
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
が
、
全

国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
、
人
権
に
関

す
る
こ
と
、
家
族
や
近
所
と
の
関

係
、
借
地
・
借
家
、
相
続
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時
＝
12
月
６
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　

・
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
鷹
巣
）

　

・
長
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
指
江
）

○
相
談
に
あ
た
る
人
権
擁
護
委
員

　

町
口
昭
弘
氏
・
長
山
久
義
氏

　

山
本
定
満
氏
・
餅
原
美
榮
子
氏

　

浦
底
和
男
氏
・
法
務
局
職
員

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
３
０
０

成
人
式
の
運
営
委
員
を
募
集

　
平
成
23
年
1
月
4
日
に
開
催
さ

れ
る
、
長
島
町
成
人
式
の
運
営
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

平
成
2
年
4
月
2
日
～
平
成
3

年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
長
島
町
に

在
住
の
か
た

○
募
集
人
員

　

10
人
程
度

○
運
営
委
員
の
仕
事

　

成
人
式
の
企
画
・
運
営
等
（
例

年
運
営
委
員
会
を
2
回
開
催
し
て

い
ま
す
）

○
募
集
期
限
＝
10
月
26
日
（
火
）

※
自
分
た
ち
の
手
で
、
一
生
に
一

度
の
成
人
式
を
記
念
に
残
る
も
の

に
し
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
か

た
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先 

　

長
島
町
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

第
５
回
長
島
町
総
合
文
化
祭

作
品
展
示
募
集

　
長
島
町
で
は
、
文
化
の
薫
り
高

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
第
5

回
長
島
町
総
合
文
化
祭
を
開
催
し

ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
や
団
体

等
か
ら
出
品
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
開
催
期
間

　

11
月
6
日
（
土
）
～
7
日
（
日
）

○
会
場

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
、
長
島
町

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
応
募
作
品

　

生
花
、
短
歌
、
盆
栽
、
菊
、
竹

細
工
、
手
芸
品
、
陶
芸
、
そ
の
他

○
作
品
搬
入
日

　

11
月
5
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◎
問
い
合
わ
せ
先 

　

文
化
協
会
事
務
局

　
（
長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
更

新
・
失
効
講
習
　

　

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
の
更
新
、

失
効
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
会
場

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
期
日

　

11
月
14
日
（
日
）

　

午
後
2
時
30
分

○
対
象

　

有
効
期
限
が
1
年
以
内
に
切
れ

る
免
許
証
お
よ
び
失
効
し
て
い
る

免
許
証

○
必
要
書
類

　

操
縦
免
許
証
、
認
印
、
料
金

　

※
住
所
の
記
載
の
な
い
「
海
技

　

免
状
」
を
お
持
ち
の
か
た
、
住

　

所
記
載
の
あ
る
「
操
縦
免
許
証
」

　

を
お
持
ち
の
か
た
で
、
記
載
事

　

項
に
変
更
の
あ
る
場
合
は
、
住

　

民
票
（
本
籍
記
載
）
が
必
要
で
す
。

　

写
真
は
当
日
撮
影
し
ま
す
。

○
料
金

　

更
新
９
０
０
０
円

　

失
効
１
万
５
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
入
枝
海
事
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３

平
成
22
年
度
宅
地
建
物
取
引

無
料
相
談　

　

鹿
児
島
県
お
よ
び
（
社
）
鹿
児

島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
共

催
で
、
宅
地
建
物
取
引
に
か
か
る

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
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○
期
日
＝
11
月
２
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
会
場
＝
出
水
市
中
央
公
民
館

○
相
談
の
内
容

　
・
宅
地
や
建
物
の
取
引
、
相
続
、

　

贈
与
、
税
金
、
登
記

○
相
談
員

　
弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
司
法
書
士

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
土
木
部

　

建
築
課
管
理
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７

若
者
自
立
支
援
事
業　

　
ニ
ー
ト
な
ど
の
若
者
の
自
立
の

た
め
、
各
人
の
置
か
れ
た
状
況
に

応
じ
て
、
個
別
、
継
続
的
な
相
談

支
援
を
行
い
ま
す
。

○
支
援
内
容

　
・
不
登
校
や
高
校
中
退
者
な
ど

　

の
進
路
相
談
と
学
習
支
援

　

・
ニ
ー
ト
な
ど
の
就
労
相
談
と

　

訓
練

○
対
象
者

　
15
歳
か
ら
40
歳
未
満
で
、
不
登

校
、
高
校
中
退
者
、
ニ
ー
ト
な
ど

お
よ
び
そ
の
家
族

○
相
談
室

　
鹿
児
島
市
、
鹿
屋
市
、
指
宿
市

※
国
費
に
よ
る
６
カ
月
の
合
宿
型

職
業
訓
練
施
設
（
指
宿
市
）
も
利

用
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
「
か
ご
し
ま
静
活
館
」

　

☎
０
１
２
０
（
54
）
１
６
３
５

10
月
は
軽
油
取
引
税
の
調
査
月

間
で
す

　

軽
油
引
取
税
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

自
動
車
な
ど
の
燃
料
で
あ
る
軽
油

を
購
入
し
た
と
き
の
代
金
に
含
ま

れ
て
い
る
税
金
で
す
。

○
軽
油
に
灯
油
や
Ａ
重
油
な
ど
を

混
ぜ
て
混
和
軽
油
を
製
造
し
、
軽

油
以
外
の
油
を
自
動
車
の
燃
料
と

し
て
販
売
ま
た
は
消
費
す
る
場
合

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
県
の
承
認
が

必
要
で
す
。

○
県
で
は
、
承
認
さ
れ
て
い
な
い

混
和
軽
油
（
い
わ
ゆ
る
不
正
軽
油
）

の
製
造
や
販
売
お
よ
び
消
費
を
防

止
す
る
た
め
、
事
業
所
の
実
態
調

査
や
路
上
で
の
自
動
車
燃
料
の
抜

取
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
こ
の
不
正
軽
油
は
、
意
図
的
に

脱
税
を
目
的
と
し
て
灯
油
や
Ａ
重

油
な
ど
を
混
ぜ
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
ま
ま
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
燃
料
と

し
て
使
用
し
た
場
合
は
排
気
ガ
ス

中
の
Ｐ
Ｍ
や
Ｎ
Ｏ
Ｘ
を
増
加
さ
せ
、

皆
さ
ま
の
生
命
や
健
康
を
脅
か
す

原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
際
は
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課　
　

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
５
１
５
１

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

鹿
児
島
県
作
業
療
法
士
会
主
催

に
よ
る
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

○
日
時
＝
11
月
28
日
（
日
）

○
開
講
＝
午
前
10
時

○
会
場
＝
出
水
市
中
央
公
民
館

○
定
員
＝
１
５
０
人
（
参
加
費
無
料
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

☎
（
62
）
０
４
１
９

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
対
す

る
ご
協
力
の
お
願
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、

政
令
指
定
都
市
、
高
速
道
路
会
社

な
ど
と
連
携
し
、
平
成
22
年
９
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
「
道
路
交
通

セ
ン
サ
ス
」(
全
国
道
路･

街
路

交
通
情
勢
調
査)
を
実
施
し
ま
す
。

　

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
は
、
昭
和

３
年
度
の
全
国
交
通
調
査
に
端
を

発
し
、
昭
和
55
年
度
以
降
は
お
お

む
ね
５
年
に
１
度
、
日
本
全
国
の

道
路
と
道
路
交
通
の
実
態
を
把
握

し
、
道
路
の
計
画
や
建
設
、
管
理

な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
的

に
実
施
し
て
い
る
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

　

鹿
児
島
国
道
事
務
所
調
査
課　

　

☎
０
９
９
（
２
１
６
）
３
８
５
４

木
下
大
サ
ー
カ
ス
が
開
催

　

鹿
児
島
市
の
Ｊ
Ｔ
跡
地
特
設
会

場
で
木
下
大
サ
ー
カ
ス
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

○
開
催
期
間

　
平
成
22
年
11
月
27
日
～

　
　
　
　
　

平
成
23
年
１
月
31
日

○
開
催
場
所

　

鹿
児
島
市
Ｊ
Ｔ
跡
地
特
設
会
場

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
木
下
大
サ
ー
カ
ス
鹿
児
島
公
演

　

事
務
局

　

☎
０
９
９
（
２
５
１
）
０
４
５
０
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う一度生活を振り返えろうも エコリア北薩リサイクル祭り

度と過ちを繰り返さない
杉ノ段招魂祭

川内小学校が長生園を訪問城 高齢者とのふれあい活動

　リサイクルセンターエコリア北薩では、８月２
日から８月 27 日の間、施設のしくみなどの展示
や実際の運転状況などの見学があり、来場者が”
リサイクル” に触れていました。　
　８月 29 日の最終日には、粗大ごみから修理再
生された自転車や折りたたみベッドなどの抽選会
や、書籍等の無料配布などもあり、多くの人でに
ぎわいました。

　９月 26 日、明治維新以降の戦争で
亡くなられたかたがたを慰霊するため
の杉ノ段招魂祭が、杉ノ段招魂墓地で
開催されました。
　遺族や団体関係者、消防団員らが参
列して、しめやかに神事が執り行われ、
川添町長が「戦争の悲惨さと平和の尊
さを後世に伝えていかなければならな
い」とあいさつ。戦没者のめい福を祈
り、平和の誓いを新たにしました。
　その後、招魂墓地下の広場で、剣道
や弓道、ちびっ子相撲が奉納されまし
た。どの試合も熱戦が繰り広げられ、
一生懸命競い合う姿に、観覧席からた
くさんの歓声や拍手が送られました。

　９月 15 日、城川内小学校の１、２年生２３人
が長生園を訪問しました。この活動は、高齢者と
のふれあい活動を通して、いたわる気持ちを育て
る教育活動の一環で、この日のために準備してき
た歌や踊りを披露しました。
　子どもたちから肩たたきのプレゼントがあり

「気持ちいいし、自分の孫に会えたようで大変う
れしい」と入所者全員笑顔で喜んでいました。

２
↓戦没者の冥福を祈り、平和の誓いを新たにしました

↑
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
子
ど
も
た
ち

いろいろなリサイクル品が展示されました↓

子どもたちから肩たたきのプレゼントに大喜び↑
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年ぶり城川内２回目の優勝２ 公民館対抗ソフトボール大会

　第５回自治公民館対抗ソフトボール大
会が８月 16 日から 24 日にかけて開催
されました。
　今大会には、Ａランクに８チーム、Ｂ
ランクに 17 チームが出場し連日熱戦を
繰り広げました。
　24 日に行われたＡランクの決勝では、
先制した田尻チームを城川内チームが逆
転し、２年ぶり２回目の優勝を果たしま
た。Ｂランクは、本町チームが初優勝を
飾りました。
　大会の結果は次のとおりです。
Ａランク［優勝］城川内、［準優勝］田尻、
［第３位］蔵之元Ｂ・小浜
Ｂランク［優勝］本町、［準優勝］福ノ浦、
［第３位］川床中・川床上

気で長生きしてね
１００歳の祝い状を授与

内 25 カ所に防犯灯設置町 コミュニティ（宝くじ）助成事業

元
　９月 14 日、養護老人ホーム長生園に入所して
いる福守敏さんが、内閣総理大臣から１００歳の
祝い状を授与されました。福守さんは「みなさん
のおかげで長生きでき感謝します」とあいさつ。
長生きの秘訣を尋ねると「食べ物は絶対残さない
ことと、日記を毎日書くこと」と元気に話してい
ました。

　町では、平成 22 年度コミュニティ（宝くじ）
助成事業で、町内 25 カ所に防犯灯を設置しまし
た。これは、周囲からの見通しを良くし、地域の
安心・安全を確保するためのものです。町民を交
通事故などから守る防犯灯整備は、宝くじの収益
金で賄われています。

↑見事優勝を果たした城川内自治公民館の選手たち

まだまだ元気な福守敏さん↓

福ノ浦に設置された防犯灯↑
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（　）内は前月比

11,664(    -8)
  5,606(    -2)
  6,058(    -6)
  4,402(   +7)

平成 22年９月 30日現在

来
年
春　

花
祭
り
開
催

「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

　

平
成
23
年
３
月
18
日
か
ら
５
月

22
日
ま
で
、
鹿
児
島
市
吉
野
公
園

を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
第

28
回
全
国
都
市
緑
化
か
ご
し
ま
フ

ェ
ア
」
の
協
賛
会
場
と
し
て
本
町

は
指
定
を
受
け
、
本
町
独
自
の
花

祭
り
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

主
に
本
町
の
国
道
、
県
道
沿
い

を
花
で
飾
り
、「
石
積
み
と
花
の
町

長
島
町
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
長

島
を
訪
れ
る
交
流
人
口
を
増
や
し
、

町
民
と
し
て
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

  

期
間
中
は
、
メ
イ
ン
会
場
、
サ
ブ

会
場
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ぐ
る

っ
と
長
島
一
周
の
沿
道
、
そ
し
て

各
家
庭
の
花
壇
を
花
で
い
っ
ぱ
い

に
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
期
間

　

平
成
23
年
３
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

～
５
月
22
日
（
日
）

○
会
場

　

・
メ
イ
ン
会
場

　
　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺

　

・
サ
ブ
会
場

　
　

太
陽
の
里
周
辺

　
　

針
尾
公
園
周
辺

○
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）

　

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

　

・
柴
さ
と
み
寄
せ
植
え
教
室

　

・
こ
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会

　

・
フ
ラ
ワ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

・
沖
吉
け
い
こ
「
花
の
う
た
コ
ン

　
　

サ
ー
ト
」　

　

・
バ
レ
イ
シ
ョ
ま
つ
り

　

・
お
楽
し
み
抽
選
会　

ほ
か

↑杉本健勇さんの花壇（川内）

池上康男 (74) さん

　　美子 (72) さん

　　　　　夫婦です

　『一家一花運動』を推進するうえで、皆さんに少しでも花
作りの関心を高めてもらうため、自宅などで花作りに頑張っ
ていらっしゃる町内のかたを紹介します。

　池上康男、美子さん宅には１８０個のプランターに松葉ボ
タンが一斉に花を咲かせています。池上さん夫妻は孫の誕生
を機会に花作りを始めたそうです。春はリビングストーン、
夏は松葉ボタンと年２回の花作りに頑張っています。
　これまで独学で花作りに取り組んできましたが、今回の取
材を機に一層花作りに頑張りたいと話していました。　

※ 町 内 で 紹 介 し た い 人、 花 壇 が あ り ま し た ら 自 薦 他 薦 問 い
ませんので社会教育課までご連絡ください。　☎ 86-1111

葛輪集落
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▽
９
月
号
を
や
っ
と
発
行
で
き
た

と
思
っ
て
い
た
ら
、
あ
っ
と
い
う

間
に
10
月
号
の
発
行
。
少
し
ず
つ

で
す
が
、
ほ
か
の
仕
事
も
両
立
し

な
が
ら
の
広
報
制
作
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
電
話
や
職
場
で
「
広

報
」
と
い
う
言
葉
が
聞
こ
え
て
く

る
と
、
な
ぜ
か
敏
感
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。（
小
屋
昭
彦
）

◆
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
な
が
し
ま
９
月
号
の
20

ペ
ー
ジ
、
お
く
や
み
の
か
た
の
年

齢
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）　

松
岡　

勝
行　

51

（
正
）　

松
岡　

勝
行　

78

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午、●夜間当番医 19 時～ 22 時）

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

 10/31 ５ ６

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０  12/１   12/２   12/３   12/４

１ ２ ３ ４

２０１０11
◎特定・胃がん検診
◎二種混合（伊唐）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●上園医院 73-1055

　　　　文化の日

○鷹巣診療所 86-0054
○境田医院 67-2600
○林胃腸科外科医院 73-3639
○福永内科循環器科 62-8200
○村岡歯科医院 62-0601
□エンジェル薬局 65-7637
□かりん薬局 64-1400
□阿久根薬局 72-1017
□長島調剤薬局 64-5555

◎二種混合（鷹巣）
◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

○長島クリニック88-6405
○キッズクリニック 63-7707
○植村整形外科 72-1041
○よしだ泌尿器科クリニック 63-7800
○脇本病院 75-2121
○よしもと歯科クリニック 75-3333
□さくら薬局 63-7700
□こがね薬局 64-1132
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局 88-6011

◎ポリオ（保健センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ポリオ
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎ポリオ
　　（保健福祉センター）
◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●黒木胃腸科外科医院 75-0200

◎母子相談
( 保健福祉センター )

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ポリオ
　（獅子島へき地診療所）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○平尾診療所 88-2595
○二宮医院 62-0167
○有村産婦人科・内科 73-4180
○さくら通りクリニック 62-2311
○こじま歯科医院 63-4618
□さくらんぼ薬局 68-7000
□さかえまち薬局 72-0978

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●脇本病院 75-2121

◎３歳６ヶ月健診
　　（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎二種混合
（獅子島アイランドセンター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○東医院 67-1861
○上園医院 73-1055
○奥田蘇明会医院 82-3998
○福留歯科医院 62-0978
□あじさい薬局 67-2055
□本町薬局 73-3233

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

　　　　　勤労感謝の日

○鷹巣診療所 86-0054
○つかさとクリニック 67-5560
○内山病院 73-1551
○吉井耳鼻咽喉科医院 62-0170
○しお歯科医院 67-5844
□いまがま調剤薬局 65-7550
□クレイン調剤薬局 63-4300
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

●内山病院 73-1551

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎メタボらない教室
（保健福祉センター）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○長島クリニック88-6405
○吉井医院 67-1111
○鶴見医院 73-0553
○高尾野医療センター 82-0017
○福原歯科医院 63-2501
□高尾野会営薬局 64-2110
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局 88-6011

◎ポリオ（保健センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎ポリオ
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

● 11 月３日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを趣旨としています。
● 11 月 23 日は勤労感謝の日です。
　「勤労をたっとび、生産を祝い、国民互いに感謝しあう」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


